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＜努力賞＞ 
平山 和子さん…七夕かざり作りを頑張りました。 

猿渡 明弘さん…七夕かざり作りを頑張りました。 

政 みさ子さん…声掛けで居室のテーブルを拭き、掃除する事ができま

した。 

塩崎 幸子さん…落ち着いて旅行に参加し、階段なども介助を受けなが

らスムーズに上り下りできました。 

仁島 紀寿さん…食事をゆっくり食べる事ができるようになりました。 

 

月間三賞受賞者

昨年の８月に、従妹の子どもが生まれました。私にとって自分の子ども

のように関わっていましたが、今月、奄美を離れる事になりました。１歳を

お祝いしたかったのですが、とても残念です。新生児からお世話をして、

沢山の成長過程が見られました。首が座ったことや寝返り、はいはい、つ

かまり立ちした時、ひとりで立った時、本当に感動しました。そのたくさん

撮った動画を利用者さんに見せて、「可愛いね～」とお話ししています。利

用者の方々は赤ちゃんの動画を見て、とてもにこやかにして、嬉しそうな

表情を見せて、私もほっこりしています。子どもの力はすごいと実感しまし

た。離れるのは寂しいですが、また成長した姿に会える事を楽しみに私も

奄美で元気に頑張りたいと思います。皆さんにも嬉しい事やほっこりする

事がたくさん訪れますように♪（記事：田代） 

 

№２

７月１３日、１４日に男性利用者５名、女性利用者４名で一泊

旅行を行いました。今回は宇検村やけうちの宿に宿泊しました。

１３日１６時に園を出発し、宿に向かい美味しい夕食を頂き、１４

日には瀬戸内町の海の駅で豪華な昼食を頂きました。利用者

の皆さんは美味しそうに食べられていました。限られた時間でゆ

っくりと観光はできませんでしたが、外泊、食事を楽しんでいる

様子でした。（記事：隈元） 

 

施設入所一泊旅行 宇検村・やけうちの宿 and瀬戸内町・海の駅

奄美看護福祉専門学校からの実習生が６月に男性２名、女性

１名。７月に男性２名が実習に来られました。実習生の皆さんは

最初は緊張から利用者さんとのコミュニケーションもぎこちない部

分がありましたが、それぞれの利用者さんの特性を日に日に覚

えて、実習が進むにつれて対応が上手になり、利用者と積極的

に交流していたと思います。実習生を見て私たちも勉強になる部

分も多々あり、若者が頑張る姿はとても新鮮な風を愛の浜園にも

たらしてくれたように思います。実習生の皆さんには私たちの仕

事を通して、これから仕事に就く際の小さなヒントになればと思い

ます。これからも頑張ってください。（記事：惠拓） 

 

奄美看護福祉専門学校実習

音楽の日

毎月一回、外部から講師を招いて、音楽活動をしています。担当の係り

数名で前日や夕方の空いた時間を活用して準備をし、当日はその月にふ

さわしい曲を準備して利用者さん達を楽しませています。講師の瀧先生ご

持参の、東洋風な楽器がいくつかあり、毎月違うメンバーを前もって係りが

７～８名ほど推薦し、先生のリズムに合わせて、その楽器を利用者さんが

奏でてくれます。同じ楽器でも利用者さんの奏でる音が、毎回、一人ひとり

違う音色に聞こえて、心が弾み嬉しく感じます。音楽活動が終わると、後片

付けの手伝いをしながら、先生と係りが残って、「来月は、〇月だから、この

曲とこの曲もいいですね。」「この曲はどうですか。」と、いつも頭を悩ませな

がら打ち合わせをする姿を見て、『利用者さんをどうやって楽しませよう

か。』と、その想いが伝わってきます。「今月は、どんな曲が聞けるのだろ

う。」と支援をしながら利用者さん達の笑顔や楽しい歌声を聞かせてもらっ

ています。帰りの車の中でその日の曲を口ずさみながら家路についていま

す。（記事：松原世） 

 

 

＜親切賞＞ 

満林 アツ子さん…友達に声を掛けて、ボール投げをして遊んで

くれました。 

竹田 美喜子さん…友達に椅子を譲ってくれました。 

中田 信枝さん…友達を優しく起こしてくれました。 

 

加計呂麻行きのフェリーを背景に

やけうちの宿にて、みんなで記念写真

私のほっこり


